
SAP/FL SAP SAP SAP SAP FL FL FL

実施形態 現地派遣 現地派遣 現地派遣 現地派遣 現地派遣 現地派遣 現地派遣

実施大学 ヨーク大学 シェフィールド大学 ウォータールー大学 マラヤ大学 マドリード・コンプルテンセ大学 カリフォルニア大学リバーサイド校 カリフォルニア大学デービス校（UCD）

実施国 イギリス イギリス カナダ マレーシア スペイン アメリカ アメリカ

プログラム名 イギリスで学ぶ英語とDEI イギリスで学ぶ実践英語 カナダで学ぶ英語と文化体験

①多民族国家マレーシアで学ぶ英語と文化
（English）

②東南アジアの大学生と学ぼう！
社会科学系科目履修による国際教養プログラム

（SoSHIP）

Interacción en la cultura española
　多文化社会アメリカに学ぶ：人と地域に

向き合うService-Learning
カリフォルニアで学ぶアントレプレナー

シップ研修

科目・題目 「海外短期研修（基礎B）」 「海外短期研修（基礎B）」 「海外短期研修（基礎B）」 「海外短期研修（基礎B）」 「海外短期研修（展開B）」 「海外短期研修（展開B）」 「海外短期研修（展開B）」

単位数 2 2 2 2 2 2 2

主な対象 学部生 学部生 学部生 学部生 学部生 学部生 学部生/大学院生

募集人数 20名 20名 20名 ①20名　②10名 24名 20名 20名

実施期間
日本出発日：2月8日（日）
日本帰国日：3月4日（水）

日本出発日：3月6日（金）
日本帰国日：3月29日（日）

日本出発日：2月21日（土）
日本帰国日：3月22日（日）

日本出発日：2月13日（金）
日本帰国日：3月7日（土）

日本出発日：2月6日（金）
日本帰国日：２月23日（月）

日本出発日：2月15日（日）
日本帰国日：3月1日（日）

日本出発日：2月7日（土）
日本帰国日：3月1日（日）

受講料 ※1 5万円 5万円 5万円 3万円 5万円 5万円 5万円

合同事前研修
※全日程参加必須

12月3日（水）18:30～20:30
2月3日（水）18:30～20:30

12月3日（水）18:30～20:30
2月3日（水）18:30～20:30

12月3日（水）18:30～20:30
2月3日（水）18:30～20:30

12月3日（水）18:30～20:30
2月3日（水）18:30～20:30

12月3日（水）18:30～20:30
2月3日（水）18:30～20:30

12月3日（水）18:30～20:30
2月3日（水）18:30～20:30

12月3日（水）18:30～20:30
2月3日（水）18:30～20:30

事前研修
（プログラム独自）
※全日程参加必須

11月20日と11月27日　20：20～21：50
英国イーストアングリア大学の学生とのオンライン
交流（日本語）
※そのほかに、2回日本語・英語でのオンライン交
流の参加必須

11月20日と11月27日　20：20～21：50
英国イーストアングリア大学の学生とのオンライン
交流（日本語）
※そのほかに、2回日本語・英語でのオンライン交
流の参加必須

12月10日（水）18:30～20:30
1月14日（水）18:30～20:00
※上記に加え、ウォータールー大学教員によるオン
ラインアカデミックオリエンテーションを実施
2月12日（木）21:00～22:15

12月10日（水）18:30～20:30
1月14日 （水）18:30～20:30
＋マラヤ大学生との交流２回

12月10日（水）18:30～20:30
1月14日 （水）18:30～20:30
1月21日 （水）18:30～20:30

12月12日（金）
1月14日（水）
東北大学留学生との交流活動
UCRの学生とのオンライン交流活動

12月1７日（水）18:30～20:30
1月中　毎週水曜日
オフィスアワー　12:00-13:00 (対面、オンライ
ン)

事後研修
※参加必須

１回目合同研修時に説明 １回目合同研修時に説明 3月30日（月）18:00～19:30（オンライン） 3月30日（月）18:00～19:30
3月中にオンラインで実施（後日日程調整）

4月3日（金）6日（月）18:30～20:30　A204
3月中にグループごとに実施 3月中に対面で実施。

事後報告会
※参加必須

4月8日（水）18:30～20:30 4月8日（水）18:30～20:30 4月8日（水）18:30～20:30 4月8日（水）18:30～20:30 4月8日（水）18:30～20:30 4月8日（水）18:30～20:30 4月8日（水）18:30～20:30

プログラム概要 東北大学生のために特別に開発されたプログラム
世界から集まる留学生とともに英語を学ぶプログラ
ム

1日約5時間の授業（Listening & Speaking
Skills、Presentation Skills、Integrated Skills、
Cultural Studiesを含む）+課外体験学習、フィー
ルドトリップ

①午前：4時間の授業（英語4技能、Malaysian
Studiesを含む）
午後：2時間のマレーシア文化講座及び体験学習
週末はフィールドトリップ
②午前：1日2科目（1科目2時間）；3週間で4-6科
目を学ぶ
午後：2時間程度のマレーシア文化講座及び体験学
習
週末：フィールドトリップ

1日約４時間のスペイン語授業
フィールドワーク・文化体験・交流・調査

・多文化社会アメリカを多層的に理解するための専
門家によるセミナー
・大学や地域社会でのボランティア活動を通した
サービスラーニング
・学内外の多文化共生支援施設や博物館等での
フィールドワーク
・現地の学生やホストファミリーとの交流

午前中にアントレプレナーシップマインド醸成に資
する講義、public speaking力、プレゼン力を高め
る授業＋午後は原則自主研修時間（体験学習・研修
としてStudent Startup Centerで起業の実際を学

ぶ、興味があるUCDの冬学期の講義聴講、各自の研
究に資する研究室訪問。）。課外授業として１泊２
日のヨセミテ国立公園学習、1泊2日のシリコンバ

レーでの研修（シリコンバレーでの起業家によるセ
ミナー、交流会、各グループでの最終ピッチプレゼ

ンテーション）。

プログラムの特徴

・基礎から実践的なレベルまで高められるよう、集
中して英語を学ぶ
・プレゼンテーションのスキルやライティングの力
を伸ばすことができる
・授業やホームステイを通じ、語学だけでなくイギ
リス文化や本プログラムのテーマDEI(Diversity,
Equity, Inclusion)について知識を学び、考え、議
論する力を身に着ける
・授業と関連のあるフィールドトリップの予定あり
・ヨーク大学で日本語を学ぶ現地の学生との交流の
機会がある
・ロンドンへのフィールドトリップ（1泊2日）込
み

 ・日本及び世界各地から集まる学生と共に学ぶプロ
グラム
 ・イングランド北部にあるイングランド５番目に人
口の多い都市シェフィールドにある総合大学の付属
語学学校で、世界各地から集まる留学生と共に英語
を学ぶ
 ・自身のレベルにあったクラスで英語の4スキル
（読む、聞く、書く、話す）をペアワークやグルー
プワークをとおして学ぶ
 ・多国籍の学生と学ぶことで、授業中・授業後の課
外活動で国際交流をする機会がある
 ・多国籍の学生と一緒に参加するフィールドトリッ
プの予定あり
 ・Student Union企画の課外活動が予定されてお
り、シェフィールド大学の学生とも交流ができる
・ロンドンへのフィールドトリップ（1泊2日）込み

・日常的に必要な英語力を強化するための研修
・Listening & Speaking Skills、Presentation
Skills、Integrated Skills、Cultural Studiesの授業
を週25時間程度受講
・現地学生を対象とした「日本文化紹介イベント」
にて、英語で日本文化について紹介するワーク
ショップを実施する
・ウォータールー大学の学生(Peer Leaders)との
交流の機会がある
・ナイアガラの滝やトロントへのフィールドトリッ
プなど、課外体験の機会が多数ある
・ホームステイを通じて自身の英語力を試し、現地
の文化に触れることができる
・渡航前に現地大学の学生とオンラインで交流し、
渡航後現地で交流するPeer Mentor Programの機
会を提供（希望者対象）
※東北大生の他に国内他大学の学生も参加予定。日
本以外の国からの参加学生は若干名。

①
・東南アジアで経済発展が目覚ましいマレーシアのトップ校
マラヤ大学での研修
・マレー系、中華系、インド系が共存する多民族国家で文化
を学ぶ
・午前中は英語学習（レベル別に４クラス開講予定）、午後
は文化体験
・現地学生Buddiesと一緒に授業を受け、ホテルで共同生活
する
・週末に文化体験イベントあり
※東北大生のほかに他大学（日本のマラヤ大学の協定校）の
学生も参加
②
 ・人文・社会科学系の科目を履修する、学術的な学び
・国際教養を身につけたい人に最適なプログラム
・マラヤ大学の学生バディーと一緒に授業を受け、ホテルで
共同生活
・英語による科目履修に不安を感じている人も挑戦可能
・週末のフィールドトリップや課外活動など文化体験も充実
※東北大生のほかに他大学（日本のマラヤ大学の協定校）の
学生も参加

日常的に必要なスペイン語力を強化するための研修
＊フィールドワーク：調査；
＊文化体験：フラメンコと料理；
＊トリップ：セビジャ、セゴビア、トレド、アルカ
ラデエナレス
＊文化訪問：マドリード市内・プラド美術館・レイ
ナソフィア美術館・王宮；
＊交流：現地の学生

多文化共生社会を理解し、社会貢献について学ぶ
サービスラーニング・プログラム
★多様な角度で多文化社会・社会貢献のありかたに
迫るセミナー
★大学施設訪問（多様な背景をもつ学生の支援セン
ター、学生団体等）
★大学、高校、市内でのボランティア活動
★日系アメリカ人ホームレス支援センターでのボラ
ンティア活動、博物館訪問
★リバーサイド市の日系アメリカ人記念公園でのボ
ランティア＆市民との交流
★UCR日本語学習者との交流活動
★ホームステイ（3泊）

このプログラムは2つのテーマに基づいてデザインされ、
毎年内容がアップデートされます。テーマの一つはアン
トレです。アントレはアメリカの、特にシリコンバレー
を中心とした北カリフォルニアの文化といっても良いと
思います。UCDにはStudent Startup Centerがあり、学
生によるアントレを実践するためのイベントが毎日開催
されています。午前中はアントレの基礎にふれながら、
自分のアイデアを短時間にわかりやすく興味を持っても
らえるようにプレゼン（ピッチ）する高度なコミュニ
ケーション力の涵養に努めます。また、そのコミュニケ
イション力を培う過程として、チームでプロジェクトを
考え、スライド作成、そして最後にプレゼンをしていた
だきます。2つ目のテーマは、アメリカの大学で実際にど
のように授業や研究がが行われているかを見分し、将来
的に交換留学や大学院留学を考えるきっかけとしてもら
うことです。午後の活動は参加者自身の計画に沿って完
全に自由行動となります。このプログラムでは大学で
も、ホームステイでも参加者の主体性を最大限に尊重
し、参加者それぞれに留学を「デザイン」し実践する充
実感と楽しさを経験してもらうことを目指します。

研修参加に求められ
る語学要件・専門知

識
問わない 問わない 問わない

①なし
②TOEFL ITP 460以上，TOEFL iBT42以上、

IELTS Band 4以上

問わない。
ただしスペイン語の授業を履修したことがない学生
は後期の実践スペイン語の授業に4～６回程度出席
が必要です。

問わない

問わない
ただし、過去にUC DavisのI-STEMあるいはGAIC
オンラインプログラム等に参加したものを優先す

る。

滞在先形態 ホームステイ 大学寮 ホームステイ
ホテル（2人１部屋）

部屋割りはマラヤ大学が決定。
寮（各部屋２人）

ホテル（各部屋２人）
ホームステイ（3泊・予定）

ホームステイ（21泊）

参加費用 ※2

約46万円～約51万円
（航空券、ホームステイ費、海外旅行保険を含む概
算費用）
※現地交通費、食費、出入国手続きなどにかかる費
用は別途必要
※ホームステイ費には1日2食（朝・夕）の食事が
含まれます。

約49万円～約54万円
（航空券、宿泊費、海外旅行保険を含む概算費用）
※現地交通費、食費、出入国手続きなどにかかる費
用は別途必要

約51万円～約56万円
（航空券、ホームステイ費、海外旅行保険を含む概
算費用。）
※ホームステイ費には1日3食の食事が含まれま
す。ベジタリアンなどの食事制限がある場合は追加
費用が発生します。
※1か月の公共交通機関定期代（110CAD)、ウォー
タール大学が加入を義務づける保険料(70CAD程
度）、出入国手続きなどにかかる費用は別途必要

約29万円～約34万円
（航空券、宿泊費、平日の朝食・昼食・アフタヌー
ンティー代、海外旅行保険を含む概算費用）
※現地交通費、平日の夕食と週末の食費、出入国手
続きなどにかかる費用は別途必要

約51万円～約56万円
（航空券、宿泊費、海外旅行保険を含む概算費用）
※食費、出入国手続きなどにかかる費用は別途必要
※宿泊費には1日3食の食事が含まれます（日曜日
は朝食のみ提供されます）。

約36万円～約41万円
（航空券、宿泊費(ホテル、ホームステイ（3

泊）)、海外旅行保険を含む概算費用）
※現地交通費、食費、出入国手続きなどにかかる費

用は別途必要
※宿泊費には朝食が含まれます。

約50万円～約55万円
（航空券、宿泊費、海外旅行保険等を含む概算費
用）
※現地交通費等などにかかる費用は別途必要
※ホームステイ費には1日3食（朝・昼・夕）の食
事が含まれます。

※1　大学院学生の場合、現地派遣プログラムの受講料は全額自己負担となります（カリフォルニア大学デービス校プログラムを除く）。詳しくは募集要項をご覧ください。
※2　記載金額は10月6日現在のレートに基づく概算となります。今後の為替相場の変動及び燃油サーチャージ等の高騰により記載の金額から大幅に上昇する可能性もあります。予めご了承ください。
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